
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特

 

集

 

協

働

ち

ょ

っ

と

い

い

話

キ

ラ

っ

と

ち

ぎ

人

ぽ

・

ぽ

・

ら

広

場
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認

定

・

特

例

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

に

対

し

て

寄

附

を

行

っ

た

場

合

、

そ

の

法

人

に

寄

附

し

た

者

や

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

自

身

が

、

税

制

上

の

優

遇

措

置

を

受

け

ら

れ

ま

す

。

 

①①①①

寄

附

寄

附

寄

附

寄

附

者者者者

にににに

対対対対

す

る

す

る

す

る

す

る

税税税税

のののの

優

遇

措

置

優

遇

措

置

優

遇

措

置

優

遇

措

置    

 

●

個

人

が

寄

附

し

た

場

合

 

 
 

「

寄

附

金

控

除

」

制

度

が

適

用

さ

れ

、

確

定

申

告

を

す

る

こ

と

で

、

税

金

の

還

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

 

 

●

法

人

が

寄

附

し

た

場

合

 

 
 

一

般

の

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

へ

の

寄

附

と

比

べ

、

損

金

に

参

入

で

き

る

寄

附

金

の

限

度

額

が

高

く

な

り

ま

す

。

 

●

相

続

又

は

遺

贈

に

よ

り

財

産

を

取

得

し

た

方

が

相

続

財

産

を

寄

附

し

た

場

合

 

 

寄

附

し

た

相

続

財

産

は

、

相

続

税

の

課

税

対

象

か

ら

除

か

れ

ま

す

 

※１特例認定 NPO 法人とは 

ＮＰＯ法人の設立の日から、５年経過しないもののうち、運営組織及び事業活動が適正であって特定非営利活動の健全な発展の基盤を有し公

益の増進に資すると見込まれるものとして、特例認定を受けたものをいいます。認定要件からパブリック・サポート・テスト(PST)(※２)を除

く一定の基準に適合した場合は、「特例認定」を１回に限り受けられる制度です。 

※２パブリック・サポート・テスト(PST)とは 

法人の活動が広く市民から支持されているかを客観的に判断するため、「寄附者の人数」「寄附金額」「寄附金収入の割合」等の基準を設けて

います。 

○制度の詳細は、栃木県県民文化課(028-623-3422)まで、お問い合わせください。 

 

認定 NPO 法人制度 
認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

と

は

、

社

会

課

題

解

決

に

取

り

組

む

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

の

う

ち

、

そ

の

運

営

組

織

及

び

事

業

活

動

が

適

正

で

あ

っ

て

公

益

の

増

進

に

資

す

る

も

の

と

し

て

、

所

轄

庁

(

都

道

府

県

又

は

政

令

指

定

都

市

)

の

認

定

を

受

け

た

も

の

を

い

い

ま

す

。

 

平

成

年

に

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

の

所

管

が

、

国

税

庁

か

ら

所

轄

庁

に

移

り

、

そ

の

数

は

年

々

増

加

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

 

栃

木

県

で

は

、

６

５

１

法

人

の

う

ち

法

人

(

平

成

年

７

月

日

現

在

)

が

認

定

･

特

例

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

(

※

１

)

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

こ

れ

ら

の

法

人

に

寄

附

し

た

場

合

に

は

、

所

得

控

除

又

は

税

額

控

除

の

メ

リ

ッ

ト

が

あ

り

ま

す

。

 

寄

附

を

通

じ

て

、

社

会

貢

献

活

動

を

応

援

し

て

み

ま

せ

ん

か

？

 

 

認

定

認

定

認

定

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

法

人

法

人

法

人

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の

寄

附

寄

附

寄

附

寄

附

の

メ

リ

ッ

ト

の

メ

リ

ッ

ト

の

メ

リ

ッ

ト

の

メ

リ

ッ

ト    

認定NPO法人(14団体)
チャイルドラインとちぎ
もうひとつの美術館
自由空間ポー
宇都宮まちづくり市⺠⼯房
⻘少年の自⽴を⽀える会
うりずん
ウイメンズハウスとちぎ
とちぎボランティアネットワーク
まごの手
だいじょうぶ
サバイバルネット・ライフ
チャレンジド・コミュニティ
蔵の街たんぽぽの会
ウエーブ

特例認定NPO法人(1団体)
ピンクリボンうつのみや

②②②②

認

定

認

定

認

定

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

自

身

法

人

自

身

法

人

自

身

法

人

自

身

のののの

税

制

優

遇

税

制

優

遇

税

制

優

遇

税

制

優

遇

措

置

措

置

措

置

措

置    

 
 

●

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

へ

の

み

な

し

寄

附

金

制

度

 

 
 

収

益

事

業

か

ら

得

た

利

益

を

非

収

益

事

業

に

使

用

し

た

場

合

、

寄

附

金

と

み

な

し

て

、

一

定

の

範

囲

で

損

金

参

入

で

き

ま

す

。 

 

    

((((例１例１例１例１)給与収入 300 万円の方が 1 万円寄附

した場合、所得税 400400400400 円円円円税額が減少 

((((例２例２例２例２)))) 給与収入５00 万円の方が 1 万円寄

附した場合、所得税 800800800800 円円円円税額が減少 

((((例３例３例３例３) 給与収入７00 万円の方が 1 万円寄

附した場合、所得税 1111,,,,600600600600 円円円円税額が減少 

(計算式) 

所得税額の減少額 

⇒課税所得×所得税率—(課税所得—(寄附金

—2,000 円)×所得税率) 

所得控除を所得控除を所得控除を所得控除を選択した場合選択した場合選択した場合選択した場合    

    

((((例１例１例１例１)給与収入 300 万円の方が 1 万円寄附

した場合、所得税 3333,,,,200200200200 円円円円税額が減少 

((((例２例２例２例２)))) 給与収入５00 万円の方が 1 万円寄

附した場合、所得税 3333,,,,200200200200 円円円円税額が減少 

((((例３例３例３例３) 給与収入７00 万円の方が 1 万円寄

附した場合、所得税 3333,,,,200200200200 円円円円税額が減少 

(計算式) 

所得税額の減少額 

⇒ (寄附金—2,000 円)×４０％ 

なお、税額控除額の上限は所得税額の 25% 

税額税額税額税額控除を控除を控除を控除を選択した場合選択した場合選択した場合選択した場合    

個人が寄附した場合の控除例(内閣府 HP より) 

認

定

認

定

認

定

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

法

人

法

人

法

人

制

度

制

度

制

度

制

度

と

は

と

は

と

は

と

は    

栃木県内の栃木県内の栃木県内の栃木県内の認定認定認定認定 NPONPONPONPO 法人法人法人法人    

あくまでもあくまでもあくまでもあくまでも１例で１例で１例で１例であり、あり、あり、あり、所得金額により控除額は所得金額により控除額は所得金額により控除額は所得金額により控除額は異なります。異なります。異なります。異なります。    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認

定

取

得

認

定

取

得

認

定

取

得

認

定

取

得

はははは

事

務

力

事

務

力

事

務

力

事

務

力

ア

ッ

プ

ア

ッ

プ

ア

ッ

プ

ア

ッ

プ

のののの

良良良良

いいいい

機

会

機

会

機

会

機

会    

  

認

定

を

取

得

す

る

と

決

め

た

ら

、

あ

き

ら

め

ず

に

取

り

組

む

こ

と

が

大

切

で

す

。

認

定

を

受

け

る

ま

で

、

県

の

担

当

者

に

多

く

の

書

類

に

目

を

通

し

て

も

ら

い

、

厳

し

く

指

導

を

受

け

ま

し

た

。

事

務

体

制

も

書

類

も

き

ち

ん

と

整

備

さ

れ

、

非

常

に

良

い

機

会

だ

と

思

い

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

認

定

後

に

寄

附

が

増

え

る

な

ど

、

効

果

を

実

感

し

て

い

ま

す

。

 

 

★★★★

法

人

紹

介

法

人

紹

介

法

人

紹

介

法

人

紹

介

    

平

成

平

成

平

成

平

成

19191919

年

設

立

年

設

立

年

設

立

年

設

立

    

 

チ

ャ

レ

ン

ジ

ド

（

障

が

い

や

難

病

な

ど

の

ハ

ン

デ

ィ

キ

ャ

ッ

プ

が

あ

る

方

）

及

び

彼

ら

を

支

え

る

人

々

を

対

象

と

し

、

就

労

支

援

・

発

達

支

援

を

推

進

し

、

彼

ら

が

安

心

し

て

生

活

で

き

る

地

域

社

会

の

実

現

を

目

指

し

て

、

就

労

支

援

事

業

等

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

 

認

定

認

定

認

定

認

定

取

得

取

得

取

得

取

得

にににに

民

間

民

間

民

間

民

間

助

成

助

成

助

成

助

成

事

業

事

業

事

業

事

業

をををを

活

用

活

用

活

用

活

用    

  

親

の

会

か

ら

発

足

し

、

長

年

の

活

動

を

通

じ

て

社

会

貢

献

度

も

高

ま

っ

て

き

た

と

感

じ

て

、

認

定

取

得

を

一

つ

の

目

標

と

し

て

取

り

組

み

ま

し

た

。

取

得

に

当

た

っ

て

は

、

民

間

の

助

成

事

業

を

活

用

し

、

実

現

に

至

り

ま

し

た

。

今

後

は

、

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ

な

ど

に

も

挑

戦

し

て

み

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 

★★★★

法

人

法

人

法

人

法

人

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介    

平

成

平

成

平

成

平

成

14141414

年

設

立

年

設

立

年

設

立

年

設

立    

 
障

害

児

・

者

、

高

齢

者

、

児

童

な

ど

様

々

な

人

が

お

互

い

の

ハ

ン

デ

ィ

に

か

か

わ

り

な

く

交

流

し

、

自

立

・

実

現

を

目

指

す

と

と

も

に

、

地

域

の

子

育

て

支

援

と

地

域

の

環

境

整

備

を

通

し

て

人

と

人

と

が

支

え

合

う

地

域

社

会

づ

く

り

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

に

、

お

も

ち

ゃ

図

書

館

の

運

営

等

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

 

認

定

認

定

認

定

認

定

取

得

取

得

取

得

取

得

でででで

支

援

支

援

支

援

支

援

者者者者

にににに

恩

返

恩

返

恩

返

恩

返

し

を

し

を

し

を

し

を    

 

 

平

成

27

年

３

月

に

特

例

（

旧

仮

）

認

定

法

人

に

な

り

、

３

年

間

の

有

効

期

限

内

の

認

定

取

得

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

設

立

当

初

か

ら

多

く

の

寄

附

等

を

い

た

だ

い

て

お

り

、

認

定

を

取

得

す

る

こ

と

で

賛

助

会

員

や

寄

附

者

に

恩

返

し

し

た

い

と

い

う

思

い

が

強

く

あ

り

ま

し

た

。

認

定

取

得

は

活

動

の

励

み

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

★★★★

法

人

法

人

法

人

法

人

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介    

平

成

平

成

平

成

平

成

７７７７

年

設

立

年

設

立

年

設

立

年

設

立    

 

相

互

扶

助

の

精

神

に

基

づ

き

、

「

困

っ

た

と

き

は

お

互

い

さ

ま

」

を

理

念

と

し

て

、

高

齢

に

な

っ

て

も

、

身

体

に

障

が

い

を

持

っ

て

い

て

も

、

住

み

慣

れ

た

地

域

で

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

よ

う

な

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

づ

く

り

を

目

指

し

て

、

家

事

援

助

介

護

サ

ー

ビ

ス

等

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２２２２    

(写真右側が金井さん) 

●住所：宇都宮市花房 2-8-6 

 TEL：028-611-3991（法人運営部） 

認

定

認

定

認

定

認

定

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

法

人

法

人

法

人

蔵蔵蔵蔵

のののの

街街街街

た

ん

ぽ

ぽ

の

た

ん

ぽ

ぽ

の

た

ん

ぽ

ぽ

の

た

ん

ぽ

ぽ

の

会会会会    

 
 

 

理

事

長

理

事

長

理

事

長

理

事

長    

石石石石

河河河河    

不

砂

不

砂

不

砂

不

砂

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん    

    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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・
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・
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長

理

事

長

理

事

長

理

事
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金
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光

一

光

一

光

一

光

一

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん    

    

●住所：栃木市平井町 873-3 

 TEL：0282-24-9833 

(写真前列中央が芳賀さん) 

●住所：日光市瀬川 95-1 

 TEL：0288-21-5330 

認定取得 平成 30 年 2 月 19 日 

認定取得 平成 30 年 3 月 13 日 

認定取得 平成 30 年 3 月 19 日 
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とちぎ協働アドバイザーの方に｢協働｣について寄稿いただくとともに、協働事例を紹介します。 

企

業

と

Ｎ

Ｐ

Ｏ

が

紡

ぐ

若

者

の

未

来 
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ミ

ラ

ミ

ラ

ミ

ラ

ミ

ラ

イイイイ

××××

キ

ャ

ン

パ

ス

キ

ャ

ン

パ

ス

キ

ャ

ン

パ

ス

キ

ャ

ン

パ

ス

」」」」 

協働ちょっといい話  

 例 紹 介 事 

●問合せ：ＮＰＯ法人とちぎユースサポーターズネットワーク 住所：宇都宮市宮園町 8-2 松島ビル 2F TEL：028-612-3341 

 

欲欲欲欲

し

い

し

い

し

い

し

い

未

来

未

来

未

来

未

来

のののの

景

色

景

色

景

色

景

色

がががが

、、、、    

社

会

社

会

社

会

社

会

にににに

新新新新

し

い

し

い

し

い

し

い

「「「「

解解解解

」」」」

をををを

創創創創

るるるる    

と

ち

ぎ

協

働

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

 
 

(

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

と

ち

ぎ

ユ

ー

ス

サ

ポ

ー

タ

ー

ズ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

代

表

理

事)
 

岩

井

 

俊

宗

 

 

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

と

ち

ぎ

ユ

ー

ス

サ

ポ

ー

タ

ー

ズ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

（

以

下

ユ

ー

ス

）

と

コ

カ

・

コ

ー

ラ

ボ

ト

ラ

ー

ズ

ジ

ャ

パ

ン

株

式

会

社

（

以

下

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｊ

Ｉ

）

の

協

働

事

業

に

つ

い

て

伺

い

ま

し

た

。

    

        

企

業

企

業

企

業

企

業

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

呼呼呼呼

び

か

け

に

び

か

け

に

び

か

け

に

び

か

け

に

応応応応

え

て

え

て

え

て

え

て    

 

地

域

密

着

を

経

営

理

念

と

す

る

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｊ

Ｉ

で

は

、

地

域

に

愛

着

を

持

つ

若

者

を

育

み

た

い

と

協

働

相

手

を

探

し

、

そ

れ

に

応

え

た

の

が

、

若

者

向

け

活

動

を

展

開

し

て

い

る

ユ

ー

ス

で

し

た

。

 

協

働

事

業

協

働

事

業

協

働

事

業

協

働

事

業

の

プ

ロ

セ

ス

の

プ

ロ

セ

ス

の

プ

ロ

セ

ス

の

プ

ロ

セ

ス    

①

相

互

理

解

▼

お

互

い

の

課

題

意

識

や

持

っ

て

い

る

資

源

、

目

指

す

成

果

等

を

と

こ

と

ん

話

し

合

い

ま

し

た

。

 

②

コ

ン

セ

プ

ト

▼

テ

ー

マ

は

「

栃

木

と

自

分

を

好

き

に

な

る

」

、

結

果

と

し

て

「

自

分

た

ち

が

、

地

域

を

つ

く

る

担

い

手

で

あ

る

こ

と

を

自

覚

す

る

」

と

い

う

方

向

性

を

共

有

し

ま

し

た

。

 

③

役

割

分

担

▼

学

生

が

主

役

と

な

り

、

企

画

・

実

践

を

担

い

ま

す

。

ユ

ー

ス

と

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｊ

Ｉ

は

、

そ

の

プ

ロ

セ

ス

に

寄

り

添

い

見

守

り

、

こ

こ

ぞ

と

い

う

と

き

に

関

わ

っ

て

い

く

ス

タ

イ

ル

と

し

ま

し

た

。

 

④

プ

レ

イ

ベ

ン

ト

の

実

施

▼

昨

年

９

月

、

宇

都

宮

市

内

で

、

プ

レ

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

。

主

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

「

し

く

じ

り

先

生

」

。

自

分

た

ち

と

年

齢

の

近

 

い

社

会

人

や

大

学

生

が

、

失

敗

し

た

経

験

を

も

と

に

ど

う

立

ち

直

っ

た

か

、

ど

ん

な

解

決

策

が

あ

る

か

、

共

に

考

え

る

貴

重

な

場

と

な

り

ま

し

た

。

そ

の

他

、

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｊ

Ｉ

の

若

手

社

員

２

名

と

、

高

校

生

・

大

学

生

と

の

ト

ー

ク

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

な

ど

を

行

い

ま

し

た

。

 

⑤

ふ

り

か

え

り

と

改

善

▼

運

営

し

た

学

生

自

身

の

反

省

点

か

ら

、

「

も

っ

と

こ

う

し

た

い

」

と

各

自

の

や

る

気

が

溢

れ

ま

し

た

。

 

⑥

目

的

の

再

確

認

▼

「

誰

に

、

何

を

」

を

つ

き

つ

め

、

目

的

を

さ

ら

に

明

確

に

し

ま

し

た

。

 

⑦

協

働

イ

ベ

ン

ト

の

実

施

▼

今

年

３

月

、
「

ミ

ラ

イ

×

キ

ャ

ン

パ

ス

」

に

「

自

分

×

地

域

」

「

地

域

×

仕

事

」

と

い

う

新

た

な

視

点

を

加

え

た

４

日

間

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

実

施

し

ま

し

た

。

当

日

は

改

善

点

が

活

き

る

成

長

の

場

と

な

り

、

終

了

後

も

立

ち

去

り

が

た

い

ほ

ど

の

高

揚

感

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

創

意

工

夫

創

意

工

夫

創

意

工

夫

創

意

工

夫

をををを

活活活活

か

す

か

す

か

す

か

す    

意

欲

を

も

っ

て

自

ら

取

り

組

む

工

夫

が

仕

組

み

と

し

て

機

能

し

、

運

営

側

・

参

加

側

双

方

に

充

実

感

と

よ

り

良

い

ミ

ラ

イ

へ

の

期

待

感

を

も

た

ら

し

て

い

ま

す

。

街

な

か

で

キ

ャ

ン

パ

ス

を

開

い

た

意

義

が

伝

わ

り

ま

す

。

    

 

人

口

減

少

、

超

少

子

高

齢

化

、

逼

迫

す

る

国

家

財

政

、

こ

れ

ら

の

大

き

な

課

題

が

重

な

っ

て

い

る

状

況

は

、

歴

史

上

、

世

界

中

で

直

面

し

た

こ

と

が

な

い

と

聞

く

。

つ

ま

り

、

誰

も

経

験

し

た

こ

と

が

な

い

の

だ

。

こ

れ

ま

で

の

成

功

体

験

や

常

識

の

延

長

線

上

に

は

な

い

社

会

環

境

の

中

に

、

今

立

っ

て

い

る

。 

我

々

は

、

若

者

の

力

を

活

か

し

た

地

域

の

課

題

解

決

や

活

性

化

を

加

速

す

る

こ

と

を

使

命

と

し

、

社

会

の

課

題

に

事

業

と

し

て

取

り

組

む

「

ソ

ー

シ

ャ

ル

ビ

ジ

ネ

ス

」

の

担

い

手

の

育

成

の

他

、

新

し

い

力

を

必

要

と

し

て

い

る

組

織

や

現

場

に

、

挑

戦

志

向

の

若

者

を

つ

な

ぎ

組

織

の

次

の

一

手

を

加

速

さ

せ

る

「

実

践

型

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

」

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

 

こ

れ

ら

の

先

に

は

、

「

新

し

い

挑

戦

が

起

こ

り

、

芽

吹

き

、

先

輩

挑

戦

者

が

後

輩

挑

戦

者

を

育

み

支

え

て

い

く

と

い

う

挑

戦

し

や

す

く

、

ま

た

挑

戦

の

意

志

が

循

環

す

る

社

会

環

境

」

と

い

う

景

色

を

描

い

て

い

る

。

実

現

に

向

け

て

日

々

、

企

業

・

行

政

・

大

学

・

Ｎ

Ｐ

Ｏ

等

の

組

織

や

学

生

な

ど

と

連

携

し

な

が

ら

挑

戦

し

て

い

る

。 

組

織

の

一

つ

一

つ

に

実

現

し

た

い

未

来

の

景

色(

ビ

ジ

ョ

ン)

が

あ

る

は

ず

だ

。

単

純

に

考

え

れ

ば

、

そ

の

景

色

の

実

現

に

、

他

者

と

組

む

こ

と

が

有

効

か

つ

近

道

で

あ

る

と

捉

え

ら

れ

れ

 

ば

連

携

は

起

き

る

。

自

分

た

ち

だ

け

で

な

く

相

手

に

と

っ

て

も

欲

し

い

と

思

え

る

景

色

の

重

な

り

が

未

来

に

対

す

る

「

共

感

」

を

生

む

。

ま

た

、

そ

れ

ぞ

れ

の

強

み

・

事

業

が

活

か

せ

る

と

思

え

る

こ

と

が

両

者

の

接

着

剤

の

役

目

を

果

た

す

。 

 

整

理

す

る

と

、

協

働

の

条

件

に

は

、

①

自

身(

自

団

体)

が

欲

し

い(

目

指

す)

景

色

が

あ

る

こ

と

、

②

相

手

に

も

そ

の

景

色

が

欲

し

い

と

思

う

提

案

が

で

き

る

こ

と

、

③

実

現

に

向

け

た

意

志

や

強

み

、

実

行

力

を

高

め

る

た

め

努

力

を

日

常

的

に

続

け

る

こ

と

、

が

必

要

だ

と

思

う

。 

 

協

働

に

よ

っ

て

生

ま

れ

る

新

し

い

挑

戦

は

、

そ

の

実

践

を

経

て

、

社

会

の

希

望

と

な

る

と

信

じ

て

い

る

。

こ

れ

ま

で

の

常

識

が

通

用

し

な

い

社

会

背

景

の

中

で

、

新

た

な

「

価

値

観

」

や

「

解

」

を

創

り

出

そ

う

と

す

る

挑

戦

は

、

自

分

も

相

手

も

幸

せ

だ

と

思

え

る

、

欲

し

い

未

来

の

景

色

を

描

き

表

現

し

た

一

人

か

ら

始

ま

る

こ

と

が

多

い

と

強

く

実

感

し

て

い

る

。

そ

の

は

じ

め

の

一

人

に

な

る

に

は

、

ち

ょ

っ

と

し

た

勇

気

が

必

要

だ

が

、

そ

の

先

に

多

く

の

仲

間

と

希

望

が

待

っ

て

い

る

。 

 

〝

あ

な

た

は

ど

ん

な

未

来

の

中

で

、

暮

ら

し

て

い

た

い

で

す

か

？

〟

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キ ラ っ と ち ぎ 人 

４４４４    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

県 内 で 活 躍 す る 人 や Ｎ Ｐ Ｏ の 取 組 み を 紹 介 し ま す 。 

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

ア

ク

セ

シ

ブ

ル

・

ラ

ボ

×

カ

ル

ビ

ー

株

式

会

社

 

誰誰誰誰

で

も

で

も

で

も

で

も

楽楽楽楽

し

め

る

し

め

る

し

め

る

し

め

る    

    
 
 

 
 

 
 

 
 
    

「「「「

座座座座

・・・・

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

」」」」

と

は

と

は

と

は

と

は

？？？？

    

社

会

貢

献

社

会

貢

献

社

会

貢

献

社

会

貢

献

ビ

ジ

ネ

ス

の

こ

れ

か

ら

ビ

ジ

ネ

ス

の

こ

れ

か

ら

ビ

ジ

ネ

ス

の

こ

れ

か

ら

ビ

ジ

ネ

ス

の

こ

れ

か

ら

清

田

建

設

工

業

株

式

会

社

 

福

祉

事

業

部

長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉

持

 

里

美

さ

ん

 

平

成

30

年

６

月

17

日

、

宇

都

宮

市

に

あ

る

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ

ー

「

わ

か

く

さ

ア

リ

ー

ナ

」

に

は

、

熱

気

が

溢

れ

て

い

た

。

会

場

に

は

約

80

名

が

来

場

し

、

車

い

す

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

チ

ー

ム

「

栃

木

レ

イ

カ

ー

ズ

」

に

よ

る

「

車

い

す

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

体

験

」

と

、

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

秋

野

氏

に

よ

る

「

座

・

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

」

が

行

わ

れ

た

。

 

「

車

い

す

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

体

験

」

で

は

、

老

若

男

女

が

ボ

ー

ル

を

手

に

果

敢

に

ゴ

ー

ル

に

向

か

っ

て

い

た

。

参

加

者

か

ら

は

「

や

っ

て

み

る

と

な

か

な

か

入

ら

な

い

、

選

手

は

凄

い

。

」

と

賞

賛

の

声

が

聞

こ

え

た

。

 

後

半

の

「

座

・

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

」

と

は

、

座

っ

た

ま

ま

で

出

来

る

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

こ

と

。

講

師

の

秋

野

氏

が

開

発

し

、

車

い

す

ユ

ー

ザ

ー

も

そ

う

で

な

い

方

も

、

一

緒

に

汗

を

流

せ

る

よ

う

に

作

ら

れ

た

。

本

事

業

に

取

り

組

ん

だ

き

っ

か

け

を

、

主

催

の

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

ア

ク

セ

シ

ブ

ル

・

ラ

ボ

（

以

下

「

ア

ク

セ

シ

ブ

ル

・

ラ

ボ

」

）

代

表

理

事

の

大

塚

氏

、

協

賛

企

業

の

カ

ル

ビ

ー

株

式

会

社

 

東

日

本

事

業

本

部

（

以

下

「

カ

ル

ビ

ー

」

）

社

会

貢

献

委

員

の

橋

本

氏

に

伺

っ

た

。

大

塚

氏

が

宇

都

宮

市

主

催

事

業

に

お

い

て

講

演

会

を

行

い

、

受

講

し

た

橋

本

氏

が

『

自

社

で

も

講

演

会

を

開

催

し

た

い

』

と

考

え

、

開

催

。

そ

の

講

演

会

の

質

疑

応

答

で

フ

ィ

ッ

ト

ネ

 

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

資

格

も

あ

り

、

社

会

貢

献

委

員

長

で

も

あ

る

采

井

氏

が

『

障

が

い

者

向

け

の

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

イ

ベ

ン

ト

も

開

催

で

き

な

い

か

？

』

と

大

塚

氏

に

質

問

し

た

こ

と

か

ら

発

展

し

、

著

名

な

秋

野

氏

の

協

力

を

得

て

実

現

し

た

。

 

本

事

業

実

施

の

感

想

を

伺

う

と

、

橋

本

氏

は

、

「

自

社

の

Ｃ

Ｓ

Ｒ

の

一

環

と

し

て

障

が

い

者

の

外

出

支

援

に

取

り

組

む

意

義

を

改

め

て

見

出

せ

た

。

企

業

が

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

と

組

む

こ

と

で

、

よ

り

社

会

課

題

に

対

応

出

来

る

よ

う

に

な

る

。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

は

重

要

な

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

だ

が

、

特

に

、

人

が

重

要

。

こ

の

人

な

ら

と

思

う

か

ら

、

協

働

で

き

る

。

」

と

語

り

、

大

塚

氏

も

、

「

企

業

で

は

、

社

会

的

信

用

の

確

保

が

重

要

視

さ

れ

て

い

る

。

私

た

ち

に

で

き

る

こ

と

は

、

障

が

い

者

と

の

『

交

わ

り

』

や

『

接

点

』

の

あ

る

共

生

社

会

の

実

現

。

そ

の

た

め

に

、

車

い

す

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

を

取

り

入

れ

た

。

障

が

い

者

と

健

常

者

が

交

流

で

き

る

新

た

な

モ

ノ

を

提

供

で

き

た

。

」

と

語

っ

た

。 

猛

暑

の

続

く

７

月

下

旬

、

栃

木

市

に

あ

る

清

田

建

設

工

業

株

式

会

社

福

祉

事

業

部

を

訪

問

し

た

。

元

幼

稚

園

の

建

物

を

利

用

し

て

、

児

童

発

達

支

援

・

放

課

後

等

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

を

行

っ

て

い

る

事

業

所

「

Ｋ

‘

き

っ

ず

」

で

あ

る

。

広

い

園

庭

を

進

む

と

、

建

物

１

階

の

プ

ー

ル

で

は

、

ス

タ

ッ

フ

と

一

緒

に

は

し

ゃ

ぐ

子

ど

も

た

ち

の

歓

声

が

聞

こ

え

た

。

私

た

ち

を

見

つ

け

て

、

「

こ

ん

に

ち

は

！

」

と

笑

顔

で

元

気

に

あ

い

さ

つ

し

て

く

れ

る

。

ら

せ

ん

階

段

を

上

っ

て

い

く

と

、

入

口

で

倉

持

さ

ん

が

に

こ

や

か

に

出

迎

え

て

く

れ

た

。

会

社

は

創

業

１

２

５

年

の

歴

史

が

あ

る

が

、

福

祉

事

業

部

は

平

成

28

年

の

開

始

か

ら

２

年

あ

ま

り

だ

。 

か

つ

て

福

祉

施

設

で

働

い

て

い

た

倉

持

さ

ん

は

、

「

障

が

い

の

あ

る

子

ど

も

は

、

幼

い

う

ち

か

ら

何

か

で

き

る

こ

と

を

身

に

付

け

る

こ

と

が

必

要

。

」

と

い

う

考

え

を

抱

い

て

い

た

。

知

人

を

介

し

て

、

清

田

建

設

の

社

長

と

出

会

い

、

同

社

の

福

祉

事

業

の

立

ち

上

げ

を

任

せ

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

。

入

社

後

わ

ず

か

２

か

月

で

「

Ｋ

‘

き

っ

ず

」

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

と

い

う

か

ら

、

驚

異

的

で

あ

る

。

 

そ

の

パ

ワ

ー

の

根

源

は

ス

タ

ッ

フ

と

の

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

良

さ

だ

ろ

う

。

仕

事

を

や

る

上

で

重

要

な

こ

と

は

、

そ

の

人

の

「

想

い

」

だ

と

い

う

。

最

初

に

一

緒

に

や

ろ

う

と

声

を

か

け

 

た

ス

タ

ッ

フ

は

、

と

ち

ぎ

協

働

ま

つ

り

（

※

）

の

実

行

委

員

を

務

め

た

際

の

仲

間

で

あ

り

、

他

に

も

、

ま

つ

り

を

き

っ

か

け

に

つ

な

が

っ

た

、

社

会

貢

献

意

欲

の

あ

る

ス

タ

ッ

フ

が

入

社

し

、

そ

れ

ぞ

れ

活

躍

し

て

い

る

。

「

Ｋ

‘

き

っ

ず

」

は

、

保

護

者

の

負

担

を

軽

く

し

、

少

し

で

も

ほ

っ

と

す

る

時

間

を

持

っ

て

も

ら

い

た

い

と

、

３

６

０

日

オ

ー

プ

ン

し

、

自

宅

ま

で

の

送

迎

も

、

希

望

が

あ

れ

ば

県

外

ま

で

も

行

っ

て

い

る

。

ま

た

、

昨

年

11

月

に

は

、

就

労

支

援

事

業

所

「

Ｋ

‘

Ｃ

ｏ

ｎ

ｎ

ｅ

ｃ

ｔ

」

も

発

足

し

、

障

が

い

者

の

作

業

工

賃

向

上

を

目

指

し

て

，

室

内

で

野

菜

の

水

耕

栽

培

を

行

っ

て

い

る

。

 

 

会

社

の

理

念

は

、

「

す

べ

て

の

人

を

豊

か

に

」

。

倉

持

さ

ん

は

、

同

じ

よ

う

に

福

祉

事

業

の

立

上

げ

を

計

画

し

て

い

る

東

京

の

企

業

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

も

行

っ

て

い

る

そ

う

で

あ

る

。

 

「

障

が

い

の

あ

る

子

ど

も

が

い

て

も

当

た

り

前

の

社

会

に

し

た

い

」

と

い

う

の

が

、

将

来

へ

の

希

望

で

あ

る

。

「

自

立

は

、

全

て

１

人

で

で

き

る

じ

ゃ

な

く

て

い

い

。

み

ん

な

助

け

合

っ

て

い

け

れ

ば

い

い

。

」

と

い

う

言

葉

を

聞

い

て

、

清

々

し

い

気

持

ち

に

な

っ

た

。

 

●問合せ：NPO 法人アクセシブル・ラボ 住所：宇都宮市上戸祭町 551 TEL：028-622-3905 

●問合せ：清田建設工業株式会社福祉事業部 住所：栃木市本町 14-30 TEL：0282-21-8017 

と

ち

ぎ

協

働

ま

つ

り

は

、

２

０

０

４

年

を

初

開

催

と

し

、

毎

年

秋

に

栃

木

市

総

合

運

動

公

園

で

開

催

さ

れ

る

、

市

民

・

行

政

・

Ｎ

Ｐ

Ｏ

が

ひ

と

つ

と

な

り

作

り

上

げ

る

お

祭

り

で

す

。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs ロゴマーク(国連広報センターより) 

  

最

近

、

新

聞

等

で

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

(

エ

ス

デ

ィ

ー

ジ

ー

ズ
)

」

と

い

う

言

葉

を

良

く

目

に

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

一

方

で

、

一

体

何

な

ん

だ

ろ

う

？

自

分

た

ち

に

は

ま

だ

ま

だ

遠

い

存

在

、

と

感

じ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

方

も

多

い

と

思

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

今

回

は

、

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

」

を

身

近

に

感

じ

て

い

た

だ

き

、

皆

さ

ん

の

日

頃

の

活

動

に

つ

な

げ

て

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

い

、

そ

の

概

要

を

紹

介

し

ま

す

。

 

１１１１    

「「「「

ＳＳＳＳ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

」」」」

と

は

と

は

と

は

と

は

？？？？    
    

 

正

式

に

は

日

本

語

で

「

持

続

可

能

な

開

発

目

標

」

と

い

い

ま

す

。 

こ

れ

か

ら

の

未

来

を

生

き

る

す

べ

て

の

時

代

の

す

べ

て

の

人

を

「

誰

一

人

取

り

残

さ

な

い

」

と

い

う

考

え

方

に

基

づ

き

、

２

０

１

５

年

９

月

の

国

連

サ

ミ

ッ

ト

で

採

択

さ

れ

た

、

２

０

３

０

年

ま

で

に

目

指

す

世

界

の

ゴ

ー

ル

イ

メ

ー

ジ

で

す

。

そ

し

て

、

そ

れ

を

実

現

す

る

た

め

の

行

動

指

針

と

し

て

定

め

ら

れ

た

の

が

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

」

の

「

世

界

の

未

来

を

変

え

る

た

め

の

17

の

分

野

別

目

標

」

で

す

。

そ

こ

に

暮

ら

す

世

界

中

の

人

々

が

平

和

で

繁

栄

し

続

け

る

こ

と

を

願

い

、

そ

れ

を

実

現

す

る

た

め

に

具

体

的

行

動

指

針

と

し

て

策

定

さ

れ

ま

し

た

。 

２２２２    

「「「「

ＳＳＳＳ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

」」」」

のののの

描描描描

くくくく

未

来

未

来

未

来

未

来

はははは

？？？？    

 

そ

の

「

目

標

」

の

ポ

イ

ン

ト

は

、 

 

①

貧

困

の

根

絶

と

持

続

可

能

な

社

会 

の

両

立

、

②

不

平

等

（

格

差

）

の

是

正

、

③

開

発

途

上

国

だ

け

で

な

く

す

べ

て

の

国

に

適

応

さ

れ

る

、

の

３

点

で

す

。

そ

し

て

、

そ

れ

を

支

え

る

要

素

は

、
「

人

間

」

、
「

豊

か

さ

」

、
「

地

球

」

、

「

平

和

」

、

「

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

」

の

５

つ

で

す

。

何

だ

か

と

て

も

崇

高

で

、

自

分

た

ち

に

は

手

の

届

か

な

い

高

い

と

こ

ろ

に

あ

る

目

標

の

よ

う

に

感

じ

て

し

ま

い

ま

す

よ

ね

。 
３３３３    

ＳＳＳＳ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

・・・・

17171717

のののの

目

標

目

標

目

標

目

標    

    

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

・

２

０

３

０

年

ま

で

の

ゴ

ー

ル

」

を

実

現

す

る

た

め

に

、

世

界

の

リ

ー

ダ

ー

に

よ

り

ま

と

め

ら

れ

た

、

17

の

目

標

と

１

６

９

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

の

詳

細

は

、

右

下

サ

イ

ト

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。 

       

 

４４４４    

自

分

自

分

自

分

自

分

た

ち

に

た

ち

に

た

ち

に

た

ち

に

何何何何

が

で

き

る

の

が

で

き

る

の

が

で

き

る

の

が

で

き

る

の

？？？？    

 

ま

ず

は

自

分

自

身

で

、

も

し

く

は

仲

間

と

一

緒

に

、

17

項

目

の

う

ち

の

一

つ

に

目

を

向

け

て

み

て

く

だ

さ

い

。

自

分

た

ち

の

活

動

が

ど

の

項

目

に

関

連

す

る

か

、

自

分

事

と

し

て

考

え

て

み

て

く

だ

さ

い

。 

 

例

え

ば

、

自

分

た

ち

の

周

り

で

現

実

に

起

こ

っ

て

い

る

異

常

気

象

な

ど

を

見

つ

め

、

土

砂

崩

れ

等

の

様

々

な

出

来

事

に

広

げ

、

つ

な

げ

て

い

き

ま

す

。

視

点

を

広

げ

、

重

ね

て

い

き

、

17

の

目

標

に

結

び

つ

け

、

実

際

に

行

動

に

移

せ

そ

う

な

こ

と

を

探

し

て

み

る

と

、

い

ろ

い

ろ

な

発

見

が

得

ら

れ

る

と

思

い

ま

す

。 

 

ま

た

、

既

に

目

標

に

向

か

っ

て

活

動

し

て

い

る

こ

と

も

あ

る

で

し

ょ

う

。

大

事

な

こ

と

は

、

大

い

に

夢

を

語

り

未

来

を

描

く

こ

と

、

そ

の

実

現

の

た

め

に

ま

ず

は

ど

こ

か

ら

で

も

よ

い

の

で

切

り

開

い

て

い

く

こ

と

、

周

り

の

人

と

対

等

な

関

係

の

中

で

ワ

ク

ワ

ク

感

を

も

ち

な

が

ら

描

く

未

来

を

共

有

し

て

、

行

動

に

移

し

て

い

く

こ

と

。 

 

小

さ

な

行

動

の

積

み

重

ね

が

、

や

が

て

世

界

の

未

来

を

変

え

る

と

い

う

大

き

な

変

化

に

つ

な

が

っ

て

い

き

ま

す

。 

 

   

平

成

30

年

４

月

１

日

に

、

「

那

須

塩

原

市

市

民

活

動

セ

ン

タ

ー

」

が

オ

ー

プ

ン

し

ま

し

た

！ 

 

市

民

の

自

主

的

か

つ

社

会

に

貢

献

す

る

活

動

（

市

民

活

動

）

を

支

援

し

、

市

民

団

体

等

の

横

の

つ

な

が

り

を

進

め

、

よ

り

効

果

的

な

市

民

活

動

の

展

開

と

、

協

働

の

ま

ち

づ

く

り

の

促

進

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。 

 

皆

様

、

ぜ

ひ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。 

 

▼

開

館

時

間
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～

土

 
 

午

前

９

時
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午

後

10
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日

・

祝
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午

前

９

時

～

午

後

５

時 

▼

休

館

日

 
 

水

曜

日

、

12

月

29

日

～ 

 
 

 
 

 
 

１

月

３

日 

▼

住

所

 

那

須

塩

原

市

大

原

間

西 

 
 

 
 

 
 

 

１

丁

目

11

番

地

10 

 

（

JR

那

須

塩

原

駅

か

ら

徒

歩

７

分

）

 

▼

電

話

０

２

８

７

・

７

３

・

５

７

４

１ 

 

Ｓ 

Ｄ 

Ｇ 

ｓ 

 

な 

あ 

に 

那
須
塩
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

ト
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Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

をををを

身

近

身

近

身

近

身

近

な

も

の

に

な

も

の

に

な

も

の

に

な

も

の

に

感感感感

じ

る

に

は

じ

る

に

は

じ

る

に

は

じ

る

に

は

～～～～    

ぽ ･ ぽ ･ ら 広 場 で は 、 活 動 報 告 や お 知 ら せ な ど 様 々 な 内 容 を 紹 介 し ま す 。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

持続可能な開発目標 

5555    

市民の皆様からのご相談に応じています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町名 事業等の名称 目的等 担当課 

宇都宮市 市民活動助成事業 

活動をはじめようとするきっかけづくりや、新規事

業や事業拡大の促進など、団体の自立化と活発化を

推進する。 

みんなでまちづくり課 

TEL 028-632-2886 

足利市 市民活動支援補助金事業 

市民の創意を生かした個性的で魅力的なまちづく

りを推進するため、市民が自主的に取り組む活動を

支援する。 

市民生活課 

TEL 0284-20-2154 

栃木市 

市民活動促進事業 

“とちぎ夢ファーレ” 

新たに市民活動を始めるため、または現在活動して

いる事業を、さらに充実・発展させるための助成を

行い、団体の活性化と自立化を応援する。 

地域づくり推進課 

TEL 0282-21-2332 

佐野市 市民活動参画支援事業 

NPO やボランティア団体等の市民活動団体が行う

魅力ある地域づくり・まちづくり事業を募集し、採

択した団体に対して事業費の一部を助成する。 

市民活動促進課 

TEL 0283-20-3812 

鹿沼市 市民協働モデル事業 

市民と市が協働で地域の課題解決にあたり市民

自治と協働によるまちづくりの推進を図る。 

地域活動支援課 

TEL 0289-63-224１ 

日光市 

市民団体が行うまちづくり活動

支援事業 

市民団体が自主的に行うまちづくり活動の経費等

に対し、補助する。 

地域振興課 

TEL 0288-21-5147 

小山市 市民活動推進事業補助金 

地域の活性化や公益の社会貢献を目的として、団体

が取り組む事業に対し補助する。 

市民生活課 

TEL 0285-22-9248 

矢板市 いきいき市民力助成金 

市内で公益的な活動をしている市民団体が行う事

業に対し、助成する。 

総合政策課 

TEL 0287-43-1112 

那須塩原市 

市民提案型協働のまちづくり支

援事業 

自治会やコミュニティ、市民団体、企業、特定非営

利活動法人などの団体が企画・提案し実践する公益

性の高いまちづくり活動を支援する。 

市民協働推進課 

TEL 0287-62-7151 

さくら市 市民活動助成金 

市民団体が自発的に行う公益性が高く、助成期間終

了後も継続できるまちづくり活動に対し、助成す

る。 

総合政策課 

TEL 028-681-1113 

那須烏山市 

まちづくりチャレンジプロジェ

クト 

地域課題の解決を図るとともに、新たな「公共の担

い手」の育成による協働のまちづくりの実現を目指

す。 

まちづくり課 

TEL 0287-83-1151 

下野市 市民活動補助事業 

市民主体のまちづくりに向け、持ち味を生かし

た自主的な取組事業に係る経費の一部を補助す

る。 

市民協働推進課 

TEL 0285-32-8887 

益子町 地域創生活動費補助金 

地域などの課題解決を図り、より良い地域コミ

ュニティとして次代へと引き継ぐ地域創生活動

を支援する。 

企画課 

TEL 0285-72-8828 

芳賀町 コミュニティ活動奨励金 

「住民主体のまちづくり」を進めるうえで、自治会

やボランティア等が行う地域活性化事業に対して、

奨励金を交付する。 

生涯学習課 

TEL 028-677-0009 

壬生町 

壬力 UP ボランティア活動支援

事業 

団体が実施する事業の支援をすることで、より効果

的なまちづくりの推進につなげるとともに、各団体

の活動の活性化を目指す。 

生活環境課 

TEL 0282-81-1888 

野木町 協働のまちづくり支援事業 

町民活動団体が自ら企画実施する公共的かつ公益

的な事業に対し、助成する。 

生活環境課 

TEL 0280-57-4132 

塩谷町 自律のまちづくり応援交付金 

まちづくりに取り組む団体等が、地域の活性化に取

り組むために実践される新たなまちづくり及び地

域づくり活動に対して助成する。 

企画調整課 

TEL 0287-45-1112 

那須町 

地域づくり運営交付金・地域づく

り事業交付金 

地域づくり活動に対する町の支援として、地域

づくり事業交付金を交付し、協働のまちづくり

を推進する。 

企画財政課 

TEL 0287-72-6935 

那珂川町 

「地域住民の協働によるまちづ

くり」推進事業 

「地域住民が主役となる社会」、「地域住民が協働す

る社会」、「地域が自立する社会」を目指して、まち

づくり団体に対して補助する。 

企画財政課 

TEL 0287-92-1114 

～ 県 内～ 県 内～ 県 内～ 県 内 市 町 の市 町 の市 町 の市 町 の 主 な主 な主 な主 な 助 成助 成助 成助 成 金金金金 制 度制 度制 度制 度 のののの 紹 介紹 介紹 介紹 介 ～～～～ 

6666    

 社会貢献活動団体が地域貢献を目指した活動を行う場合、その地域の公的助成金を受けることは、 

団体の活動実績になり、信頼度の向上にもつながることが期待できます。 

 ここでは、県内市町における、社会貢献活動団体を対象とした主な助成金制度を紹介します。団体 

の適正な事業活動の展開のため、助成金制度を積極的に活用しましょう。 （平成 30 年 8 月調べ） 

※各制度の詳細や自団体が該当するかどうかは、各担当課まで、お問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間 火～金 9:30～18:00 土日 9:30～17:00 

休 館 日 月曜日・祝日・年末年始・臨時休館 

駐 車 場 付帯駐車場７台(障害者等優先) 

     県庁地下駐車場(２時間まで無料、県庁閉館日を除く) 

     駐車券を事務室までお持ちください 

 

住  所 〒320-0032 

栃木県宇都宮市昭和 2 丁目 2 番 7 号 

TEL 028-623-3455 FAX 028-623-3465 

Mail popola@tochigi-vnpo.net 

 

Web サイト 

Blog 

Facebook 

管理運営団体 とちぎ協働デザインリーグ 

ぽ・ぽ・らマガジン vol.26 平成 30 年 8 月発行   とちぎボランティア NPO センター「ぽ・ぽ・ら」 

「ぽ・ぽ・ら」は 11 月で開館 15 周年です！ 

■編集後記■ 表紙の写真は、６月１～３日に日光市湯西川温泉で行われた「平家大祭」のハイライト

「平家絵巻行列」です。平家大祭実行委員会の主催により、1985年から始まり、今回で34 回目です。 

 初夏の青空の下、勇壮な武具姿の武者役や艶やかな着物姿の姫役には、地元参加者のほか、公募の宿泊

客なども加わり、約200 名の行列が温泉街を練り歩きました。こうした荘厳で華やかなイベントが継続で

きている背景では、裏方で頑張っているボランティアの皆様の支えがあってこそですね。 

 栃木県では、県民誰もがそれぞれの能力を十分に発揮

しながら、地域づくりの担い手として活躍することがで

きるよう、平成 28 年度から、「輝くとちぎの人づくり

推進基金」を設置しています。皆様から寄せられた寄附

金をもとに、地域づくりの担い手育成や地域課題解決の

ための活動支援、様々な立場にある県民の皆様が能力を

発揮できる環境づくりなどが進められます。 

 基金へのご協力をぜひよろしくお願いします。 

 （平成 29 年度寄附額 1,739,342 円） 

 このイベントは、社会貢献活動団体、企業、行政等、

多様な主体が実践した協働による取組の成果を共有

し、参加者の交流を通して、更なる協働の取組みが広

がっていくことを目指しています。興味、関心のある

皆様、ぜひご参加ください（参加無料、要事前申込み）。 

 

 ▶日時 平成 30 年 11 月 5 日（月） 

     13 時～16 時 45 分 

 ▶場所 栃木県庁東館４階講堂ほか 

 ▶内容 「輝く“とちぎ”づくり表彰」表彰式、 

     基調講演、分科会、パネル展示 

 ▶問合せ先 県民文化課県民協働推進室 

        TEL 028-623-3422 

 

 

 若い世代のボランティア活動への参加を

促進するため、中学生向けに作成したマン

ガ教材を活用し、中学校における出前講座

を実施しています。 

活用例★ボランティア理解促進事業ボランティア理解促進事業ボランティア理解促進事業ボランティア理解促進事業 

詳細は、ホームページをご参照ください。 

栃木県 人づくり基金 

https://www.tochigi-vnpo.net/ 

http://blog.canpan.info/popola/ 

https://www.facebook.com/popola.tochigi/ 

11 月は「とちぎ県民協働推進月間」です 

県では、社会貢献活動や協働について、

県民の理解促進を図るため、11 月を「と

ちぎ県民協働推進月間」と定め、社会貢献

活動団体等の活動紹介や協働の事例発表

などの普及啓発活動を集中的に行うこと

としています。期間内には、協賛事業とし

て、様々な団体等によるイベントが開催さ

れます。ぜひ足を運んでみてください。 

（詳しくは、県ＨＰをご覧ください。） 

栃木県からのお知らせ 


